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学
校
給
食
は
、
明
治
２２
年
に
山
形
県
鶴
岡

町
の
忠
愛
小
学
校
で
弁
当
を
も
っ
て
来
ら
れ

な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
お
に
ぎ
り
と

焼
き
魚
、
つ
け
も
の
を
提
供
し
た
の
が
始
ま

り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
２０
年
頃
は
、
食
糧
難
の
時
代
で
全
国

都
市
の
児
童
約
３
０
０
万
人
に
ア
メ
リ
カ
の

民
間
団
体
の
援
助
に
よ
り
、
ミ
ル
ク
給
食
な

ど
の
学
校
給
食
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

頃
の
給
食
は
脱
脂
粉
乳
、
味
噌
汁
な
ど
で
す
。

　
昭
和
２７
年
４
月
、
完
全
給
食
が
全
国
す
べ

て
の
小
学
校
を
対
象
に
、
順
次
実
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
昭
和
３０
年
４
月
に
山
崎
小
学

校
で
学
校
給
食
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
３２
年
柏

原
小
、
昭
和
３４
年
永
野
小
と
広
が
り
を
み
せ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
昭
和
５１
年
４
月
に
、

鹿
児
島
県
で
米
飯
給
食
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
魚
を
取
り

入
れ
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
は
、
米
を
主
食
と
し
て
、
種
類
豊
か

な
野
菜
、
魚
、
海
藻
、
豆
を
た
っ
ぷ
り
取
り

入
れ
た
食
事
の
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
肥
満
や

心
臓
病
に
悩
む
欧
米
諸
国
で
は
、
食
事
改
善

の
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
日
本
の
食
事
を
手

本
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
現
在
で
は
、
郷
土
料
理
や
季
節
感
の
あ
る

メ
ニ
ュ
ー
、
異
国
の
文
化
を
勉
強
す
る
た
め

の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

献
立
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭和３９年の給食

現在の給食

むかし，これ食べてた

昭和５４年の給食

メニュー
揚げパン
ミルク（脱脂粉乳）
おでん

メニュー
ごはん
がめ煮（郷土食）
ヨーグルトサラダ
チーズ
牛乳

メニュー
ごはん
コサンダケの味噌汁
キビナゴの南蛮漬
アセロラゼリー
牛乳

学
校
で
い
た
だ
き
ま
す

学
校
で
い
た
だ
き
ま
す

学
校
で
い
た
だ
き
ま
す

１時間目いま，これ食べてる

学
校
給
食
を
食
べ
る

資料：県の学校給食における地場産物活用状況調査
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県学校給食会の「はなさつま」使用（週３回）

１回当たりの使用量（約120㎏）

Ｈ19年度の経済連が扱う全県下の「はなさつま」の玄米は，

1,900t程度。その内，ＪＡさつまから850t強（44.7％）その他

は伊佐方面から購入。

県学校給食会の「はなさつま」使用（週２回）

地元産米使用「ひのひかり」（週１回）神子アグリサービス

県学校給食会の「はなさつま」使用（週１回）

地元産米使用「ひのひかり」（週２回）ＪＡさつま

概 要

求
名小学校１年生の笑

顔で
す

５ 広報さつま

栄養教諭

さつま町立薩摩学校給食センター

山 下 知 美  さん

町内産 
　50.3％

地
元
食
材
や
生
産
者
は

　
「
さ
つ
ま
の
た
か
ら
」

　　
薩
摩
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

薩
摩
地
区
で
栽
培
の
方
法
や
開
発
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
県
内
で

も
有
名
な
有
機
野
菜
の
栽
培
グ
ル
ー

プ
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
地
元
で
出
来
た
多
く
の
有
機
栽

培
の
野
菜
を
給
食
へ
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
１７
年
度
に
は
、
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま

と
協
議
を
行
い
、
地
元
産
米
を
週
１

回
導
入
し
、
今
年
度
か
ら
は
更
に
納

入
計
画
を
見
直
し
、
週
２
回
、
地
元

産
の
米
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
食
材
を
よ
り
よ
く
活
用
し

て
い
く
に
は
「
安
定
供
給
・
衛
生
管

理
及
び
商
品
管
理
・
大
量
調
理
へ
の

適
合
」
な
ど
多
く
の
制
約
が
つ
い
て

ま
わ
り
ま
す
が
、
調
理
員
と
協
力
し

な
が
ら
、
多
く
の
地
元
の
食
材
を
給

食
へ
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
、
地
元
の
食
材

や
生
産
者
の
方
々
は
「
さ
つ
ま
の
た

か
ら
」
で
あ
り
、
直
接
取
材
を
す
る

こ
と
で
、
生
産
者
や
地
元
食
材
を
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
に

密
着
し
た
食
育
資
料
の
ひ
と
つ
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

学
校
と
家
庭
が
一
緒
に

　
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

　　
給
食
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
１

年
間
の
食
事
回
数
に
換
算
す
れ
ば
６

分
の
１
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た

ち
の
健
康
づ
く
り
は
、
学
校
と
家
庭

が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
家
庭
で
の

食
事
を
振
り
返
り
、
主
食
（
ご
は
ん
・

パ
ン
・
め
ん
）
、
副
菜
（
野
菜
や
き

の
こ
・
い
も
・
海
藻
な
ど
を
使
っ
た

料
理
）
、
主
菜
（
魚
や
肉
・
卵
・
豆

腐
を
使
っ
た
料
理
）
が
そ
ろ
っ
た
献

立
に
な
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

正
し
い
基
礎
知
識
で

　
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

　
栄
養
教
諭
は
、
毎
日
の
献
立
が
食

に
関
す
る
指
導
の
教
材
と
な
り
、
家

庭
に
お
け
る
食
事
の
見
本
と
な
る
よ

う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に
も
取
り
組
み

「
子
ど
も
・
地
域
・
時
代
」
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
学
校
給
食
の
提
供
に
も

努
め
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
給
食
時
間
に
見
せ
て
く
れ
る

笑
顔
は
大
き
な
活
力
剤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
食
生
活
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
の
変

化
に
伴
い
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
、

栄
養
や
食
事
の
取
り
方
に
つ
い

て
正
し
い
基
礎
知
識
を
身
に

付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
こ
と
の
で
き
る
「
自
己

管
理
能
力
」
の
身
に
付
い

た
大
人
に
成
長
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
学
校
給
食
を

通
じ
て
、
地
元
の
気
候
風
土
に
な

じ
ん
だ
食
材
を
旬
で
食
べ
る
こ
と
の
大

切
さ
や
そ
れ
を
実
践
で
き
る
こ
と
の
す

ば
ら
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。

県内産 
　29.4％

外国産 1.4％

地元産の使用量は
３センター合計777.7㎏

県外産 
　18.9％

学校給食センターにおける地元農産物の利用状況

■イモ・野菜類

■米

調査期間：平成20年１月21日から25日

インタビュー


